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第 24 回「食」と「漁」を考える地域シンポジウム 

道東海域へのサバ・サンマの来遊動向をさぐる 

 

共催：（一財）東京水産振興会・（一社）漁業情報サービスセンター 

後援：釧路市・（一社）釧路水産協会・釧路市漁業協同組合・釧路魚市場株式会社 

・釧路水産物流通協会・釧路市水産加工業協同組合・北海道まき網漁業協会 

・釧路水産試験場 

と き：2014 年 8 月 8 日（金）13：00‐16：30 

ところ：マリントポスくしろ 3 階大研修室 

    (釧路市浜町 3 番 18 号くしろ水産センター内 電話 0154‐22‐0191) 

コーディネーター：二平 章（漁業情報サービスセンター・茨城大学人文学部） 

 

■プログラム■ 

主催者挨拶 : 淀江哲也（漁業情報サービスセンター 常務） 13：00‐13：15 

来賓挨拶  ： 蝦名大也（釧路市長） 

趣旨説明  ： コーディネーター 

 

●特別報告 

道東海域における海洋環境の中長期変動と近年の特徴 13：15‐13：45  

黒田 寛（北海道区水産研究所） 

●話題提供 

○セッション１：サバ・イワシの動向 

伊豆近海の産卵海域から見たマサバの資源動向 13：45‐14：10 

内山雅史（千葉県水産総合研究センター） 

今期、道東沖へのサバ・イワシの来遊見込み 14：10‐14：35 

三橋正基（釧路水産試験場） 

休憩（10 分） 

 

○セッション２：サンマの動向 

サンマの資源動向と国際的な漁業の動き 14：45‐15：10 

渡邉一功（漁業情報サービスセンター） 

漁期前調査からみた今年のサンマの来遊予測 15：10‐15：35 

稲川 亮（釧路水産試験場） 

 

○総合討論 15：35‐16：30 

 

■懇親会■   会場：「炉ばた 煉瓦」 17：30‐19：00 

（釧路市錦町 3 の 5 の 3 電話 0154‐32‐3233） 

（ＡＮＡクラウンプラザホテル裏） 

会費：3,000 円(飲み放題) 
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■開催趣旨■ 

道東漁場は日本でも有数の回遊性魚類の集積漁場となっている。これまでもサバ、マイ

ワシ、サンマの豊漁期には道東はこれらの魚種の水揚でにぎわった。しかし、ここ 4 年連

続して初漁期のサンマの来遊が低調である。一方、近年長く来遊が認められなかったマサ

バが復活傾向にあり、道東でも昨年からまき網操業が本格的となった。 

サンマの減少とマサバの増大は陸上の加工流通産業にも多大な影響を及ぼしており、マ

イワシを含めたこれら浮魚類の来遊動向には高い関心が向けられている。 

そこで本シンポジウムでは、今期のマサバ、マイワシ、サンマの道東漁場への来遊予測

や中期的資源動向について議論いただくとともに、これら 3 魚種の来遊に密接に影響をお

よぼすと考えられる海洋環境の中長期変動についても紹介いただく。 

 

■第24回地域シンポ 参加申し込み 

シンポジウムは参加無料です。必要事項をご記入の上、FAX、もしくはメール、お

電話にてお申し込みください。 

懇親会（参加費¥3,000）への参加の有無について、どちらかに丸をお願いします。 

 

一般社団法人 釧路水産協会 山田宛 

 

FAX：0154‐23‐2971 
電 話：0154‐23‐2970 
E-mail：kushiro-suikyo@white.plala.or.jp 

 

代表者 

氏名 

 （所属先） 
懇親会に参加 

する ・ しない 

同行者 

氏名 

 （所属先） 
懇親会に参加 

する ・ しない 

同行者 

氏名 

 （所属先） 
懇親会に参加 

する ・ しない 

代表者 

連絡先 

（ご住所）〒 

（お電話番号） 

（ＦＡＸ番号） 

（メールアドレス） 

                ＠ 

※ご連絡する際に必要となりますので、電話番号とE-mailアドレスを必ずご記入ください。今後、シンポ

ジウムやイベント等のご連絡に使用させて頂きます。 ※定員になり次第、受付を終了いたします。 


